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学校関係者評価報告について 

 

専修学校熊本ＹＭＣＡ学院 

学院長  伊藤 眞太郎 

 

専修学校熊本ＹＭＣＡ学院では、すべての教育内容や通常の業務において、現状を点検し、更なる改善・向上

を図っていくため自己点検・評価に取り組み、「学校評価報告書」を取りまとめ、本校ホームページ上で公表いた

します。 

去る2025（令和7）年6月に、学校関係の知見が深い方々を中心にご意見等を伺い、今後の教育活動や学校運営

に反映させるべく、学校全体に係る「学校関係者評価」を実施いたしました。学校関係者評価委員会では、多く

の貴重なご意見やご指導をいただき感謝申し上げる次第であります。 

また、あらためて学校評価の重要性を認識したところです。ここに、学校関係者評価の内容につきまして報告

いたします。今後とも、より良い学校運営を目指し、教職員一同努力して参る所存であります。引き続き一層の

ご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．「学校関係者評価」の実施方法について 

    

今回の学校関係者評価は、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」を踏まえた評

価項目に沿って実施し、本校の「2024年度 自己評価」について、専門学校に関係の深い評価委員に評価して

いただいた。 

各評価委員には、学習の成果についての報告を行い、委員会にて意見等を聴取した。その内容等について要

約の上、報告書として取りまとめた。 

 

２．委員 

 

 氏名 所属 専任区分 

外部 

関係者 

田口 浩継 熊本大学 教育学部 教授 有識者 

杉原 由真 岱志高等学校 校長 有識者 

中川 浩次 ホテル熊本テルサ 営業・企画支配人 企業 

浜田 教司 卒業生 元保育士 画家 卒業生 

丸目 陽子 
公益財団法人熊本ＹＭＣＡ 

ながみねファミリーセンター館長 
団体 

伊藤 眞太郎 専修学校熊本ＹＭＣＡ学院 学院長 職員 

 

３．委員会 

 

 日時：2025年6月17日（火）19：00～20：30  

 

（１）開会 学院長挨拶 

 

（２）議長選出  浜田 教司委員 



 

（３）2024年度学習の成果及び自己評価 

 

１． 専門教育  社会の第一線で活躍できる専門技術を指導します。 

 

  １）専門領域の学び 

専門学校には、変化に対応できる実践的なスキルの習得や、地域に根ざした人材育成が求められ、地域の

ニーズに応える教育や地域と連携した実習・研修の充実が必要となってきている。地元企業との連携、説

明会や見学、実習を行い、卒業生講話や業界人との交流などを実施した。また、２年間の学びを卒業製作

として表現できたことは大きな自信につながった。 

 

２）検定・資格取得については合格率平均６９．１％であった。 

   今後も、各学科専門分野での資格取得合格率を上げることと、高度資格取得へのチャレンジを行うことを

目標としていく。 

 

   ＜２０２４年度の主な資格取得＞ 

    ・建築施工管理 ・電卓検定 ・日本語ワープロ検定 ・情報処理技能検定  

・サービス接遇検定 ・硬筆書写検定 ・秘書技能検定 ・パソコン検定 

    ・ホテル実務技能検定 ・ホテルレストランサービス技能認定試験 

    ・ブライダルコーディネート技能検定 ・観光英語検定 ・トレーニング検定 

    ・ＮＳＣＡパーソナルトレーナー・介護予防運動指導士 ・幼稚園教諭二種  

・保育士 ・社会福祉主事任用資格 ・医療英会話技能認定試験 

    ・医療秘書実務能力認定試験  ・医師事務作業補助者認定試験  

・医療事務技能審査試験 ・日本医師会医療秘書認定試験 

 

２． キャリア教育 自らの個性と適性を活かせるように支援します。 

就職率 

学科 卒業生数 就職希望数 就職者数 進学等 就職率 

建築科 49 45 44 4 97.8% 

ホテル観光科 16 14 14 2 100% 

医療秘書科 14 12 12 2 100% 

健康スポーツ科 8 7 6 1 85.7% 

こども保育科 35 33 29 2 96.9% 

合計 122 111 108 3 97.3% 

（２０２５年４月末日時点） 

  対人関係能力やマナー教育等のキャリア教育を進め、全体就職率９７．３％、各専門分野の就職率９１％と

も高い数字を達成することができた。 

 

３． 人間教育 専門技術にふさわしい自立した社会人を養成します。 

 

  １）各クラスによるボランティア活動実施 

     ・能登半島豪雨災害支援にボランティアとして建築科、健康スポーツ科の学生が参加した。災害支援

から人の役に立つ働きやこれからの防災意識を高める経験となった。 

・健康スポーツ科学生による健康体操は継続して行われ、地域住民の健康増進に貢献している。地域

に根差した専門学校運営プログラムとして好評を得ている。 

また一新小体育館クラブ（子どもスポーツスクール）は月1回実施した。子どもスポーツ指導者を



目指す学生の実践の場となっている。 

     ・ＹＭＣＡキャンプへのボランティア参加をし、子どもたちのサポートをするリーダー活動に積極的

に参加した。 

・不登校の子どもたちの支援活動やリーダー会の参加などを通して、学生たちがリーダー活動の幅を

広げ活躍した。 

  

  ２）体験授業、社会見学等の実施 

     ・広島青少年国際平和セミナーへ建築科、医療秘書科の学生が参加した。国際や平和をテーマとした

学びの機会に積極的に参加し、終了後に報告の機会を設けた。自身の体験を他者に伝えることでよ

り深い学びを得ることができた。 

・企業や病院、施設等にて実習や見学研修を積極的に行った。 

     ・昨年度から体育コースのある岱志高校との協定を結び、キャンプ実習やスポーツ指導など専門学校

と高校との協力関係を築いた。本年度もこの関係を維持し、スポーツコースの学生の学校訪問実施

などにつながっている。 

  ・ホテル観光科ではホテルでの授業及び研修、学校説明会の機会を増やし、現場の臨場感と実践型の

授業を行うことで学生の意欲を高める工夫を行っている。 

１年生は東京研修により、ホテルでの接客、サービス、運営管理の研修を受け、レベルの高い学び

と経験にモチベーションも高まった。 

・こども保育科では熊本YMCAチャイルドケア園との連携により、園児との交流や関わりの機会を得、

保育に対してのイメージを持つことができた。   

 

  ３）講演会・講話等の実施 

     ・ほめ育を授業に導入し2年目。引き続き人間関係能力の向上や自己肯定感を高める取り組みを行っ

た。 

・健康スポーツ科ＮＳＣＡ認定校となっているＮＳＣＡジャパン本部やドームアスリートハウスから

プロトレーナーを招聘しセミナーを実施した。 

     ・ワイズメンズクラブ国際協会のクラブと学生たちの交流会を行い、学生と企業人の交わりの時間を

持った。 

 

    自立した社会人養成のために、ボランティアや地域社会での活動に積極的に参加する機会を作り、学生

たちの成長の機会を提供した。 

 

 

４．退学率 
 2024年4月 2025年3月 退学者数 退学率 

建  築  科 87 84 3 3% 

ホテル観光科 33    31 2 6% 

医療秘書科 26 24 2 8% 

健康スポーツ科 27 25 2 7% 

こども保育科 50 48 2 4% 

合  計 223 212 11 4.9% 

    ※２０２３年度退学率４％ ２０２２年度退学率１２％  ２０２１年度退学者５% 

   学科担当及び学校全体での丁寧な学生ケア、日常的な相談の機会を作り、退学率を抑 

制する努力をしたが、退学者を出すこととなった。今後も学生ケアを強化していきた 

い。 

 



 

５．２０２４年度学校自己評価集計表について 

  教育理念・目標について 

・教育理念や目的は明確であるが、５学科あることでの伝わりづらさ、学科の教育目標や人材育成につい

ての改善が必要とみられる。 

・学生の行動と社会のニーズのズレなど時代に合わせて内容を見直す必要がある 

  

 学校運営について 

・学生のニーズを把握し、最高の授業や交流の場を提供し、学生が「YMCAに行きたい！」と思える環境づ

くりを目指す。そのために具体的な事業計画を早めに策定して各学科に落とし込み、魅力的な学科づく

りを進めていく。 

・職員の労務管理や人手不足による業務の偏り、まだ多くの作業がアナログで行われている。オープンキ

ャンパスや入試日程の見直しやITを活用して業務の効率化を図る。役割や進行状況を可視化し、皆で協

力して業務を進めていく必要がる。 

 

  教育活動について 

・先端的な知識や技能を習得するための研修や教員の指導力育成、資質向上の取り組みが十分とは言えな

い。教員の質を高めるために、研修の機会を増やし、専門性を向上させることが求められる。 

・学生評価や教員の評価について共通認識を持つ機会を設け、変化に対応できる体制を整えていく。・ 

 

  学修成果、学生支援について 

・卒業生とのつながりを強めるために卒業生の動向把握や、継続的な支援体制の構築を考える。今後は、

卒業後研修や同窓会の活用、キャリア教育の充実を図り、卒業生と学校のつながりを深めていく。 

・学科担当や就職課の体制が脆弱で、一人ひとりに十分向き合う時間の確保が難しい。学生の生活や健康

相談の窓口を設置し、職員配置や支援体制を整備し、時間管理や業務の効率化、外部委託や専門家の導

入も検討し、質の高い教育と学生支援を実現していく。 

 

  教育環境について 

・教室の不足、十分な広さの確保ができていない。より良い環境改善と効率よい運営を図っていく。 

・実習期間、日数の見直しを行うことでより実践的な学びの体系が構築される 

 

  学生の受け入れ募集について 

   ・大学全入時代、１８歳人口減、高卒の就職好調の中での選ばれる専門学校の在り方をさらに研究する必

要がある。学科再編や新学科設立も視野に入れ、市場調査を行っていく。 

 

  社会貢献・地域貢献について 

・地域住民の健康づくりや子どもたちの支援、国際的な経験を継続して行うなど、学生たちの社会貢献の

場をつくり地域とのつながりを強めていきたい。 

    

  

（４）質疑応答および意見 

 

【教育方針・キャリア教育の考え方】 

出会いと気づきの提供 を重視 

→ 人間教育はどれだけ質の高い「出会い」をつくれるかがカギ 

→ ビデオレターやメッセージ、卒業生との交流なども重要 

 



プロフェッショナルとの関わり 

→ バーテンダー協会支部長や現役講師による実践的な授業を導入 

→ 引退した講師よりも現役のプロによる先端的な教育を志向 

 

学外での学び・体験重視 

→ 学外活動・現場体験を増やし、体験の中で学ばせる 

→ 他校との差別化ポイントに 

 

自由に学べる・選べる環境づくり 

→ 学生が自らの興味に応じてチョイスできる学習機会を整備 

 

【学生育成・教育成果】 

自己肯定感を育む教育 

→ 進路保障、卒業後の追跡、卒業生の声を大切に 

→ 離職率まで含めたフォローを意識 

→ Google口コミなども意識し、プロセスの見える化が必要 

 

【行動力・思考力・人間力のバランスを重視】 

→ 21世紀型学力（ペーパーテストだけでなく、論理的思考・行動力の三位一体） 

→ 正統的周辺参加（プロとの出会い・影響）を活用して自走できる力を育成 

 

【YMCAを「本物になる場所」としてブランド化】 

→ 卒業生が「YMCAで学んでよかった」と思える教育体験を提供 

→ OB・OGの発表や交流の場が失われつつあることを課題認識 

 

【社会との関係・学校運営】 

高校生・教員からの認知向上中 

→ YMCAに行きたいと言う高校生が増えている 

→ 体験入学や実際に学生と話す機会が評価されている 

 

【教師陣の意識改革と時代変化への対応】 

→ 現代は夜遅くまで研究するような文化ではなくなった（コロナ・働き方改革の影響） 

→ その中で、学生にどう「自ら動ける力」を育むかが課題 

 

【施設や環境そのものも学びの場】 

→ 環境整備も教育の一環として位置付け 

 

【YMCAが目指す方向性】 

本物の教育体験を提供し、学生が「YMCAで学んでよかった」と思える学校へ 

 

他校との差別化を明確に打ち出す（学外活動、自由な学び、本物の出会い） 

 

OB・OGの活躍や声を活かした教育力強化 

 

口コミ・社会評価を意識し、プロセスの見える化と卒後フォローの充実 

 

プロフェッショナルと共に学び、21世紀型学力を備えた「行動できる人材」を育成 



 

（５）閉会 

 

本校における評価を真摯に受け止め、教育の質の向上、人材育成、留学生の受け入れ対応、社会人の学び

直しを推進すべく平和教育や国際性を進めていき、評価すべき取り組みは継続し、課題や改善点を整理し、

改善方策を検討していく旨、報告があった。 

 

以上 


